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SC O RE IN TE RPR ETA TlO N

スコアめ読み方

T O E I C テ ス トを ご愛 娘 い ただ きあ りが と うご ざ い ま した。

テス ト結 果 力妄判 明 いた し ま した の で、同 封 の 0 琉 cial S core

C erti鮎 ate （公式認定証）甲通 I）、 お知 らせ いゎ します。

この 0 批 ial S eore C er血 eate は、でO E IC テ ス トを開 発 し

たE du cation al T estin g S ervice （E T S ） と、E T S の子会社 で

T O E IC テ ス ト の 実 施 ・ 普 及 に あ た る T h e  C h a u n c e y

G roup In tern ation al（C G I）、T O E Iq 軍営委員会の 3 横関 により認

定 され た ものです。大馴 こ保 管の上、英語 コ ミュニケー シ ョ

ン能力の評価が必要 とされ る種 々の機 会にお役立て くだきい。

受 験者 各位 に レポー トされて いるスコア は、正答数 その ま

まの粗 点 （R aw ●S core） では な く、下記 の方法 に よって算 出

され た S 亡aled S core で す 。 つ ま り、 各 自の 正 答 数 をS ection ご

とに く最 高スコアー最 低ス コア〉のスケールに置 き換え、2 つの

S e ctio n の和 を もっ てT ota l S c a le d S c o re と して い るわ け で す。

この S eaIed Scoreへの置き換えは、正答数を∬として、ツ＝

瓜十 如 こよ り算 出 され ます 。 αと は 、 ∬の 理 論 的 最 高 ス フ ァ を

幻、∬の理論的最 低ス コア を∬0 と し、 S eetiom I （L isten in g）、

S ection II（R eading ）それぞれについて、算出ス コアツの理論的

最高 スコアツ1 と最低 スコアッ0 が毎 回テス トの 実際の最 高 ス コ

ア、最 低 ス コ ア の数 値 とな る よ う に、ツ1 ＝α 1＋ レ ク0 ＝ 瓜 0 ＋ ∂

を解 い て求 め られ て い ます 。

この置 き換 えは、標 準化（E qu ating ）と呼 ばれ る重 要 な作

業です 。これ ら一連 の統計 処 理 によっ て、でO E IC ス コア は常

に一定 の尺度（S cale ）を持 つ わけで、毎 回の ス コア比較 も可

能に な り ます 。

T O E IC ス コ ア と 現 実 の 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力

（C om 止n icative P ro丘亡iency ） との 相 関 は 、 下 記 テ ー ブ ル

に示 さ れ て い ま す 。 こ の 相 関 はE T S 独 自 の V alidation S tu dy

（姦 付・検 証 調 査 ）に よ っ て 明 らか に され た もの で す 。コ ミ ュ

ニケ ー シ ョ ン ；レベ ル の チ ェ ッ タ に ご利 用 くだ さ い 。

な お、この テー ブル でB レベル 以上 に相 当す るス コア を得

た方 に は 、ご 希 望 に よ り、さ らにS p o k em 苫m g lis h の よ り厳 密

な能 力 を評 価 す る イ ン タ ビ ュ ー テ ス トを お受 け い た だ くこ と

もで き ます 。

※今 回の テ ス トの総 合結果 、ス コア分 布、これ までの 受験 者

の プ ロ フ ィー ル な ど に つ い て は 基 而 を ご 覧 ぐだ さ い 。

PR O FIC IEN CY SC A LE
T O E IC スコアと コミ ュニ ケー シ ョン能力 レベ ルとの相 関表

買O fficia l S c o re C ert ifica te （公式認 定証） の神 苑 行手錠 ：寄掛 こて、受験年 月 亡い 受験 番 号・ 氏 名・生年 月 日・ 住所 （移転 された場合 は受験

時の 住坪 ほ 人の・判 ・電話番 号を甲記 の上、 l．遁 につ き500 円の手数料 （郵便 為替）を添 えてT O E IC 運営委 員会東京業務 セ ンター 偶 発行 係」

へ ご送 付 くだ きい。 筈研 が 到管 して か ら一別 q以 内に送 付 します．な お、 試験 日よ t）2 年 以上経過 L たス コア につ いて は獅 子され ませ ん。
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評　 価 （ガイドライン）

A

Non＿Nativeとして十分なコミュニケーションができる。
自己の経験の範囲内では、専門外の分野の話題に対しても十分な理解とふさわしい表現
ができる。・
NatiYe Speake岬域には一歩隔たりがあるとはいえ、語彙・文法・構文のいずれをも正
確に把撞し、流暢に駆使する力を持っている。

B

8．60 どんな状況でも適切なコミュニケーションができる素地を備えている。
通常会話は完全に理解でき、応答もはやい。話題が特定分野にわたっても、対応できる
力を持っている。業務上も大き．な支障はない。
正確さと流暢さに個人差があり、文法・構文上の誤りが見受けられる場合もあるが、意
思疎通を妨げるほどではない。

C

－730 日常生活のニーズを充足し、限定された範囲内では業務上のコミュニケーションができる。
通常会話であれば，要点を理解し、応答にも支障はない。複雑な場面における的確な対
応や意思疎通になると、巧拙の差が見られる。
基本的な文法・構文は身についており、表現力の不足はあって・も‾、ともかく・自己の意思
を伝える語彙を備えている。

D

－－－470
通常会話で最低限のコミュニケーションができる。
ゆっくり話してもらうか、繰り返しや言い被えをしてもらえば、簡単な会話は理解でき
る。身近な話題であれば応答も可能であ声。
語嚢・文法・構文ともに不十分なところは多いが、相手がNon－Nativeに特別な配慮をし
てくれる場合には、意思疎通をはかることができる。

E

220 コミュニケーションができるまでに至っていない。
単純な会話をゆっくり話してもらっても、部分的にしか理解できない○
断片的に単語を並べる程度で、実質的な意思疎通の役には立たない。


